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ネットワークカメラ 

設置説明書 

お買い上げいただきありがとラございます。 

お客様へ 

本製品の取0付けには、確実な作業び必要になります。 

必ず、販売店や工事店に依頼して、安全性を充分考慮して確実な 
取り付けを行って<ださい。 


か街化 I 電気製品はま全のためのを意事項を守5ないと、火災 
1 ム°° 1や人身事故になることびあります。 

この設置説明書には、事故を防ぐための重要なミ主意事項と製品の取 
り扱いかたを示してあります。 この設置説明書をよくお読みのラ 
え、 製品をま全にお使いください。お読みになったあとは、いつで 
ち見5れるところに必ず保管してください。 

■ 口 EL/X 

HD 

SNC-DH110/DH110T 

SNC-DH210/DH210T 

© 2010 Sony Corporation Printed in China 


お問い合わせは 

r ソニー業務用商品相説客□のご案内」にある窓□へ 

ソニー株式会社 〒 ] 日 8-0 日 7已東京都港 区 港南1 -7- 1 

http :// www . sony . co . jp / 


まをのために 


ソニー製品は安全に充分配慮して設計されています。しかし、電気製品 
は、まちびった使いかたをすると、火災や感電などにより死こや大けび 
など人身事故につなびることびあり、危険です。事故を防ぐために次の 
ことを必ずお守りください。 

• 安全のためのを意事項を守る。 

• 故障したり破損した5使わずに、ソニーの相談窓□に相談する。 


警告表示の意味 

ま意を促ず記号 

この設置説明書および製品では、次のよ 

A A 

つな表术をしています。表术の内容をよ 

く理解してか5本文をお読みください。 

か災 感電 

行為を禁止ずる記号 

A 警告 

この表示の注意事項を守5ないと、乂災 

0 ® 

や感電などにより死 t や大けがなど人 

身事故につながることびありまず。 

禁止 分解禁止 

IA 注意1 


この表おの注意事項を守5ないと、感電 

やその他の事故によりけびをしたり周 

めれ手禁止水めれ禁止 

辺の物品に損害を与えたりすることび 

行為を指示ずる記号 

あります。 

〇 





A 處 

火泌感電 


下記のま意を守6ないと、义災ゃ感電、 
落下により死亡ゃ大けびにつなびる 

ことびありまず。 


設置や配線工事のときに屋内配線や屋内配管を傷つけない 
よう気をつける 


〇 特に壁に巧を開けたり、やケーブルを固定したりするとき 
は充分に気をつけてください。屋内配線や屋内配管の傷は、 
火災や感電、漏電の原因となります。 


指定された接続ケーブルを使5 


〇 設置説明書に記されている接続ケーブルを使わないと、火 
災や故障の原因となることびあります。 

指示 


水にめれる場所で使用しない 


水俯れすると、漏電による感電、発火の原因となることがあ 
ります。 


水めれ禁止 


設置は専門の工事業をに依頼ずる 


〇 設置については、必ずお買い上げ店またはソニー業務用商 
品相談窓□にご相談 < ださい。 

指示 


製品の設置は巧分な強度のある場所に取り付ける 


〇 

指巧 


壁や天井など高所への設置は、本機の重量に充分耐え5れ 
る強度びあることをお確かめの上、確実に取り付けてくだ 


より、けびの原因となります。 

また、]年に一度は、取り付けびゆるんでいないことを点検 
してください。また、使用状況に応じて、点検の間隔を短く 
してください。 


機器や部品の取り付けは正しく行う 


〇 機器や部品の取り付け方や、本機の分離-を体の方法を誤る 
と、本機や部品が落下して、けびの原因となることびありま 
指示ず。 

設置説明書に記載されている方法に従って、確実に巧って 
<ださい。 


雨のあたる場所や、油煙、湯気、湿気、ほこりのをい場前こは 
設置しない 

0 上記のよラな場所やこの設置説明書に記されている使用を 
件故外の環境に設置すると、火災や感電の原因となること 
が止 ひあります。 


不安定な場所に設置しない 


0 次のよラな場所に設置すると倒れたり落ちたりして、けび 
の原因になることびあります。 

が止 • ぐらついた台の上 
• 傾いたところ 
• 振動や衝撃のかかるところ 

また、設置-取り付け場所の強度を充分にお確かめくださ 
い。 


接続ケーブルを傷つけない 


接続ケーブルを傷つけると、义災や感電の原因となります。 

禁止 



接続ケーブルを窓やドアにはさみ込まない 


〇 接続コードやケーブルび傷つ< と、ショートによる火災和 
感電の原因となります。 

指示 


II A 注意 

下記のま意事項を守 S ないと、 1 す占 i をした 
り周辺の物品に損害を与えたりずることび 
ありまず。 



分解や改造をしない 


分解禁止 


分解や改造をすると、火災や感電、けがの原因となることび 
お0ます。 

内部の点検や修理は、お買い上げ店またはソニー業務用商 
品相談窓□にご依頼 < ださい。 


直射日光に当たる場所、熱器具の近くには置かない 


0 変おしたり、故障したりするだけでな<、レンズの特性によ 
り火災の原因となることびあります。特に、窓隙に置くとを 
などはご注意ください。 


めれた手で接続ケーブルをさわ S ない 



姑れた手で接続ケーブルを抜さ差しすると、感電の原因と 
なることびあ0まず。 


めれ手禁止 


内部に水や異物を入れない 


0 

禁止 


水や異物び入ると、火災の原因となります。 

万一、水や異物び入ったとさは、すぐに本機び接続され 
ている電源供給機器の電源コードや本機の接続ケーブ 
ルを抜いて、お買い上げ店またはソニー業務用商品相談 
窓□にご相談 < ださい。 


指定した給電装置を使用ずる 


〇 電源供給は、 I EEE 802.3 af に準拠した装置を使用してく 
ださい。指定の装置を使用しないと、火災や感電、けび 
t 旨示 などの原因となることびあ0ます。 


移動の際は接続ケーブルを巧< 


〇 接続したまま移動させると接続ケーブルび傷つさ、火が 
や感電の原因となることびあ0ます。 

指示 


SNC - DH 1 1 0/ DH 110 T (シールドケーブルを使用ずるこ 
と） 

この装置は、クラス B 情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使 
用することを目的としていますび、この装置びラジオやテレビジヨ 
ン费信機に近接して使用されると、受信障害を引さ起こすことびあ 
りまず。取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 

VCCI-B 

SNC - DH 210/ DH 210 T 

この装置は、クラス A 情報技術装置です。この装置を家庭環境で使 
用すると電波巧害を引を起こすことびありまず。この場合には使用 
者び適切な対策を講ずるよう要求されることびあります。 VCCI-A 


巧証書とアフターサービス 


保証書 

この製品には保証書び添付されていますので、お買い上げの隙にお 
受け取り <ださい。 

所定事項の記入および記載内容をお確かめの5え、大切に保存して 
ください。 

アフターサービス 


調テが悪いとをはまずチェックを 

この説明書ををラー度ご覧になってお調べください。 

それでち具合の悪いときはサービスへ 

お買い上げ店、またはお近 < のソニー業務用商品相談窓□にご相談 
ください。 


個人情報について 

• 本機を使用したシステムで撮影された個人を識別でをる情報は、 
「個人情報の保護に関する法律」で定められた「個人情報」に該当 
します。法律に従って、映像情報を適正にお取り扱いください。 

• 本製品を使用して記録された情報内容は、「個人情報」に該当する 
場合びあります。本製品、または記録媒体び廃棄、譲渡、修理など 
で第兰者に渡る場合には、その取り扱いを充分にを意して < ださ 
い。 

使用-保管場所について 

非常に明るい被写体(照明や太陽など）を長時間にわたって撮影し 
ないでください。また、次のよラな場所での使用および保管は避け 
て<ださい。故障の原因とな0ます。 

• 極端に暑いところや寒いところ(使用温固ま0で〜50で） 

• 直射曰光び長時間あたる場所や暖房器具の近< 

• 強い磁気を発するちのの近< 

• 強力な電波を発するテレビやラジオの送信所の近く 
• 強い振動や衝撃のあるところ 
• 湿気、ほこりの多いところ 
• 雨のあたるところ 

• 堂光灯和窓の反射の影響を受けるところ 
• 不安定な照明の下(フ U ッカーを起こします。） 

放熱について 

動作中は巧などで包まないでください。内部の温度び上びり、故障 
や事故の原因にな0ます。 

電源について 

• 本機の電源は、ネットワークケーブルを通じて供給されます。 

• ネットワークケーブルは、 UTP 、 カテコ fu — 5をご使巧ください。 
• ネットワークケーブルを傷つけると、火災や感電の原因となるこ 
とびあ0ます。 

輸送について 

• 持ち運ぶとさは、必ず電源を切ってから運んでください。 

• 輸送するときは、付属のカートンとクッション、または同等品で 
框 I 包し、強い衝撃を与えないよラにしてください。 

お手入れについて 

• レンズの表面に付着したごみやほこりは、ブ□アーで払ってくだ 
さい。 

• 外装のちれは、乾いたやわ5かい巧で軽く拭さ取ってください。 
ちれびひどいとさは、中性洗剤溶液をかし含ませた布でちれを拭 
さ取ったあと、か5ぶをしてください。 

• アルコール、ベンジン、シンナー、殺虫剤など揮発性のちのをかけ 
ると、表面の仕上げをいためた0、表示び消えた0することびあ 
0ます。 


異常や不具合び起をたとさは、お買い上げ店またはソニー業務用商 
品相談窓□にお問い合わせください。 


レーザービームについてのごま意 

レーヴービームは撮像素子に損害を与えることびあります。 
レーヴービームを使用した撮影環境では、撮像素子表面にレー 
ヴービームが照射されないよラ十分を意して < ださい。 


撮像素子特有の現象 


撮影画面に出る下記の現象は、撮像素子特有の現象で、故障ではあ 
りません。 


白点 

撮像素子は非常に精密な技術で作5れていますび、宇宙線などの影 
響により、まれに画面上に微かな白点び発生する場合びあります。 
これは撮像素子の原理に起因するをので故障ではあ0ません。 

また、下記の場合、白点び見え暫すくなります。 

• 高温の環境で使巧するとを 
• ダイン(感度)を上げたとさ 
• ス□—シャッターのとさ 

巧り返しひずみ 

細かい模様、線などを撮影すると、半ヴギヴやち5つきび見えるこ 
とびあります。 


保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていたださます。詳し<は 
保罰書をご覧ください。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持できる場合は、ご要望により有料修理させ 
ていたださます。 


ほ用上のごを意 


ご使用の前に 

• 結露びある場合には十分な時間をおいて、結露び消えてか5電源 
を入れてください。 

• 設置等の作業の前に、静電除去を行って < ださい。 

データ.セキュリティについて 

• ネットワークカ;ラを使用することにより、インターネットを通 
じて容易にカメラ映像にアクセスすることびでさます。一方で 
第王者によりネットワークを通じてモニタ I 」ング画像および音 
声を閲賣、使巧等される可能性びあります。ネットワークカメラ 
の設置およびご利用については、被写体のプライバシー、肖像権 
などを考慮のラえ、お客様の責任で行ってくださし、。 

• 本製品へのアクセス権限は、ユーヴー名およびパスワードを設定 
することにより行われます。それ以上のカメラによる認証作業 
は行われません。 

• 請事情による本ネットワークカ;ラに関連するサービスの停止、 
中断については、ソニーは一切の責任を負いません。 

• 必ず事前に記録テストを行い、正常に記録されていることを確認 
してください。本機や記録メディア、外部のストレージなどを使 
用中、万一これ5の不具合によ0記録されなかった場合の記録内 
容の補償については、ご容赦くださし、。 

• お使いになる前に、必ず動作確認を行ってください。故障その他 
に伴ラ営業上の機尝損失等は保証期間中および保証期間経過媛 
にかかわ5ず、補償はいたしかねますのでご了承くださし、。 

• 本製品の使用によりデータび消失した場合でを、データの保証は 
一切いたしかねます。 


付属の説巧書について 


設置説明書(本書） 

この設置説明書には、カメラ本体の各部の名称や設置、接続のしか 
たび記載されています。操作の前に必ずお読みください。 

説明のための例として主に SNC - DH 210 T のイラストを使用してい 
ます。 

ユーザー ガイドに D - R 0 M に収録） 

カメラのセットアップの方法や、 Web ブラウヴを介したコント□一 
ルの方法び記載されています。 

設置説明書にしたびってカメラを正しく設置、接続したあと、ユー 
ヴーガイドをご覧になってカメラを操作してください。 

CD - ROM マニ ュアルの使いかた 

付属の CD - ROM には、本機のユーヴーガイド（日本語、英語、フラン 
ス語、ドイツ語、スペイン語、イタ U ア語、中国語)び PDF 形式で記録 
されています。 

準備 

付属の CD - ROM に収録されているガイドを使用するためには、政 
下のソフトウエアびコンピューターにインス I -ールされている必 
要びあります。 

Adobe Reader 6.0 切上 

Adobe Reader びインス I ルされていない場合は、次の URL か5 

ダウン□ー ドでさます。 

http :// www . adobe . com / 

マニュアルを読むには 

1 CD - ROM をディスクドライブに入れる。 

表紙ページび自動的に Web ブラウザで表示されます。 

Web ブラウヴで自動的に表示されないときは、 CD - ROM に 
入っている index . htm ファイルをダブルクリックしてくださ 
い。 

2読みたいマニュアルを選択してクリックする。 

マニュアルの PDF ファイルび開をます。 

「目次」の各項目をク I 」ックすると、その見出しのページび表示 
されます。 


ごま意 


• Adobe Reader のバージョンによってファイルび正しく表あされな 
いことびあります。 

「準備」の項の URL より最新のソフトウエアをダウン□ー ドしてお使いく 
ださい。 

•〔 D - R 0 M び破損または紛失したため、新しし' iCD - ROM をご蒂望の場 
合は、ソ ニーのサー ビス担当ちにご依頼ください馆料)。 

Adobe および Adobe Reader は 、 Adobe Systems Incorporated 
(アドビシステムズ社)の商標です。 


さ部の名掏と働を 


列観 


凸 


〇ドームケース 
〇 PT ケース 

回転させるとさに、無理に引っ張ると外れることびありますの 
でごを意 < ださい。 

外れた場合は、裏面の rPT ケースび外れた場合」をご覧にな0、 
正しく取0付けてください。 

e レンズケース 

〇 ノーマルカバー （ SNC - DH 110/ DH 210 のみ） 
e クリアカバー ( SNC - DH 110 T / DH 210 T のみ） 

〇フック 

ドームケースを取り外すとを、ここを押しなび5ドームケース 
を回します。 

〇ケーブル引さ出し用スリット 

ケーブルを力;ラの横から引き出して配線する場合は、ペンチ 
などでつまんで折り取ります。 


上面 


回 


図は、ドームケースとカバーをはずした状態です。 

© カメラ本体 
〇レンズ 

固定焦点レンズを装備しています。 

⑩ リセットスイッチ 

カメラ通常動作時に、このスイッチを約40砂間押し続けると、 
POWER インジケーターび消口し、 NETWORK インジケーター 
び穫に点丹して、工場出荷時の設定に戻 0 再起動します。 

のモニター出力端子 [ AV ミニ ジャック] 

本機の映像をコンポジット信号として出力します。 

設置時の画角調整用です。 

♦ ご使用の前に、必ず裏面の r モニター出力で画角調整を行ラ 
場合」で手順をご確認 < ださい。 


ごま意 


使用前に PC を接続し、システム設定を変更する必要びあります。 

® POWER (パワ ー) インジケーター（緑） 

カメラに電源び供給されると、カメラ内部でシステムチェック 
を行います。 

正常に動作している場合はこのインジケーターび点好します。 
⑩ NETWORK (ネットワーク）インジケーター（緑/憧） 

ネットワークに接続されているとさは点灯、または点滅しま 
す。ネットワークに接続されていないとをは消好しています。 
100 BASE - TX で接続しているときは緑、1 0 BASE - T で接続して 
いるとをは程で点好します。 

の NTSC / PAL 切り換えスイッチ 
映像出力方式を切り換えます。 


下面 


因 


の落下防止用□ープ取り付け巧 

別売の□ープを取り付けます。 

© LAN コネクタ ( PoE ) [ RJ -4 引 

ネットワークケーブル ( UTP 、 カテコ U -5) を使用して 、 PoEH 
給電およびネットワーク通信を行います。 

出荷時に LAN ケーブル [ RJ -45] び接続されています。 

♦ 接続については、裏面の「ネットワークへの接続」をご覧くだ 
さい。 

(叩 oE : Power over Ethernet の略。 IEEE 802,3 af に準拠の械器。） 


の センサー入力 

付属のセンサー入カケーブルを接続します。（出荷時は接続さ 
れていません。） 


センサー入カヶーブル色 

信号 

ホ 

センサー入力+ 

白 

センサー入力一に ND ) 


♦ 機能や設定について詳しくは、付属の CD - ROM に収録され 


ているユーヴーガイドをご覧ください。 

♦ 配線については裏面の r センサー入力への配線図」をご覧く 
ださい。 

⑩ カメラ取り付け用ネジ巧 (2 か巧） 

取り付ける際、取り付けネジはしっかり締めてください。 

⑩機銘板 

本機の名称や、電気関係の定格情報び記載されています。 

⑩ MAC アドレスラベル 

本機の MAC アドレスを記載しています。 


(裏面へ続く） 





















準備 


カメラにセンサー入カケーブルを接続ずる 囚 

設置の前に、ご使用環境に合わせ、付属のセンサー入カケーブルを 
カメラに接続しておをます。 

センサー入力への配線図 

メカニカルスイツチ/オープンコレクター出力装置 

カメラ内部 外部 

3.3 V 



落下防止用□ープの取り付け 白 

天井や高い場所にカメラを設置する場合は、落下事故防止のため、 
必ず別売の落下防止用□ープを取り付けて<ださい。 

□-プは、図のようにカメラ本体の通し巧に通してから、天井や壁 
のジャンクションボックスなどにネジ(付属していません）で固定 
して < ださい。 

落下防止□ープについて詳しくは、ソニーの販売店または販売代理 
店へお問い合わせください。 


設置 


/ j \ 言口 

• 壁や天井など高所へ設置する際は、専門の工事業者に依頼してく 
ださい。 

• 天井への設置は、本体の重量に充分耐え5れる強度びあることを 
お確かめの上、確実に取0付けて<ださい。充分な強度びないと 
落下して大けびの原因とな0ます。 

• 落下事故防止のため、別売の落下防止用 n —プを必ず取り付けて 
<ださし、。 

• 天井へ設置した場合は、1年に一度は取り付けびゆるんでいなし、 
ことを点検してください。また、使用状況に応じて点検の間隔を 
短くしてください。 

カメラの取り付け位置を巧める B 

カメラの撮影方向を決めてから、付属のテンプレートを使って、配 
線用の巧と力;ラ取り付け用のネジの位置を決めます。 

配線用の巧（の28 mm ) をあけます。 

ケーブルをカメラの横から引さ出す場含は、配線用の巧は不要です。 

ネットワークへの接続 旧 

市販のネットワークケーブル(ストレートケーブル)を使って、本機 
の LAN コネクタと PoE (*) 給電機能を持った装置 ( A ブなど)を接続し 
ます。 

電源は、ネットワークケーブルを通して供給されます。詳しくは、 
PoE 対応八ブなどの取扱説明書をご覧 < ださい。 

(*PoE : Power over Ethernet の略。 IEEE 802.3 afl こ準拠の械器。） 

カメラを取り付ける 田 

1 ドームケースをはずす。 

カメラ本体のフックを押しこみなびら、ドームケース矢印の方 
向(反時計回 0) に回して、ドームケースをはずす。 

2落下防止用の□-プ(別売)を天井または壁に取り付ける。 

3カメラを取り付ける。 

力方ラ本体の2か所のネジ巧を、付属のテンプレートで決めた 
天井や壁のネジの位置に合わせて、ネジ(付属していません)で 
締め付ける。 

取り付けネジについて 

設置する場所や材質によ0 、 使用するネジ類び異なりまず。（ネジは 
付属していません。） 

鋼巧の場台： M 4 ネジとナットで固定してください。 

木材の場合： タッピンネジ(呼び径 4) で固定してください。板厚は 
15 mmULL 必要です。 

コンクリート壁の場合： ドライビット、またはプラグボルトで固定 
して < ださい。 

ジャンクションボックスの場合： ジャンクションボックスのネジ 
巧に合ったネジで固定してください。 

IA 警旬 

設置する場所や材質により、適切な取り付けネジを使用してくださ 
い。適切な取り付けネジを使用しないと落下して大けびの原因に 
な0ます。 

取り付けるときは、カメラと天井や壁の間にケーブルびはさみ化まれな 
いよラにごミ主意<ださい。ケーブルびはさみ込まれると、断線による火 
災や感電の原因となります。 

撮影方向と撮影範囲の調整 

パン方向は PT ケースを、チルト方向はレンズケースを手で動かし 
て、撮影したい方向にレンズを向ける。 

PT ケースを回すとさは、 PT ケースを押しなび5回して<ださい。 
PT ケースは引っぱると外れます。 

PT ケースを回してゆくと、突き当たった手ごたえのする箇所びありま 
す。それ切上は回0ませんので、無理に力入れず、逆方向に回して撮影 
したい方向に向けて<ださい。 

PT ケースは、引っ張5ないでください。外れることびあります。 

外れた場をは、 「 PT ケースび外れた場合」をご覧になり、正し<取り付け 
て < ださい。 


モニター 出力で画角調整をおこなラ場合 
1本機の POWER インジケーターが点丹していることを確認ず 
る。 

2システム設定-設置タブのモニター出力をオンに設定する。 

3モニター出力端子 [AV ミニ ジャック] に AV ケーブルを接続ずる。 
4画角を調藝ずる。 

5システム設定-設置タブのモニター出力をオフに戻す。 

6 AV ケープルを取り外ず。 

♦ システム設定の変更は、 PC か5行います。システム設定につ 
いて詳しくは、付属の CD-ROM に収録されているユーヴーガイ 
_ドをご覧ください。_ 

• AV ケープルは、 POWER インジケーターび点灯してか5接続し 
て < ださい。 

• モニター出力びオンのまま使用すると、システムのパフォーマ 
ンスに影響び出ることびあります。必ず、設定をオフに戻し、 

AV ケープルを取りがしてください。 

ドームケースを取り付ける D 

1 ドームケースの測を確認ずる。 

図のよラに、ノーマルカノ く一またはク U アカノ く一の突起びドー 
ムケースの切り欠きに突を当たっていることを確認する。 

2基板上の長ちおの白いマーク印刷とドームケースの切り欠き 
を台わせてはめ、矢印の方向に突を当たるまで回ず。 

3クリアカバーに付いている保護シートをはがず。 

ケーブルをカメラの横から弓 I さ出した場合は、あらかじめ、ドームケー 
スのケープル引去出し用ス U ット部をペンチなどでつまんで巧り取っ 
て < ださい。 

設置後にドームケースを取りがず場台 

マイナスドライバーまたは太さ 1 mm 程度の棒などを使って、フッ 
クを軽く押しなびら、ドームカバーを反時計方向に回す。 

PT ケースびがれた場合 田 

1 カメラ本体が壁や天井などに取り付けてある場台は取りがず。 
2カメラ本体の板パネのつけ根部分を巧側に押して、板パネびが 
側に広びつていないよラにずる。 

3 PT ケースの内側の四角い小さな突起を確認し、図のようにカメ 
ラ本体の切り夕をとの向きを台わせる。 

4 PT ケースのスリット部 (4 か巧)とカメラ本体の板パネの位置を 
ま意深く台わせ、 PT ケースを上か5軽く f 甲してはめる。 

• 板バネの先端は押さないよラにミ主意してください。変形するおそれ 
びあ0ます。 

• PT ケースを軽く巧してちはま5ないとさは、 PT ケースの向をや、ス 
リットと板バネの位置びをっているかどラか再確認してください。 
強く押し込むと破損の原因となります。 


をな仕様 


圧縮方式 

映像圧縮方式 JPEG / MPEG 4/ H .264 
最大フレームレート 

」 PEG / MPEG 4/ H .264 : 30 fps (1280 x 720) 

( 16 タモー ド 時） 

カメラ 

撮像素子 SNC - DH 110/ DH 110 T 

1/3.8 型 CMOS 
有効画素数：約128万画素 
SNC - DH 210/ DH 210 T 
1/2.8 型 CMOS ( Exmor ) 

有効画素数：約327万画素 
最低被写体照度 SNC - DH 110 

5.0 lx [AGC ( Max . 時)/50旧 E ( IP )] 

SNC - DH 110 T 

5.5 lx [AGC ( Max . 時)/ 50 旧 E ( IP )] 

SNC - DH 210 

2.0 lx [AGC ( Max . 時)/ 50 旧 E ( IP )] 

SNC - DH 210 T 

2.3 lx [AGC ( Max . 時)/ 50 旧 E ( IP )] 

レンズ 

焦点距離 SNC - DH 110/ DH 110 T 

2.34 mm 

SNC - DH 210/ DH 210 T 

3.3 mm 

最大□径比 F 2.8 
画角 SNC - DH 110 

水平： 80 .7° /垂直： 63ぷ （4:3 モード時） 
SNC - DH 110 T 

水平： 7が/垂直： 62° (4:3 モード時） 

SNC - DH 210 

水平： 8が/垂直： 65° (4:3 モード時） 

SNC - DH 210 T 

水平： 86° /垂直： 64° (4:3 モード時） 

最至近撮影距離 0.5 m 

インターフェース 

LAN ( PoE ) 10 BASE - T /100 BASE - TX 、 才ートネコ 
シエーシ ヨン RJ -45 

センサー入力 1ポート： MAKE 接点/ BREAK 接点切換巧 
モニター出力 NTSC/PAL 

1.0 Vp-p、 75 0不平衡、同期負極性 
AVS ニジャック(を 1) 

注1: AV 4 極 S ニプラグの AV ケーブルをお使い<ださ 
い。 

その他 

電源 IEEE 802.3 af 準拠 ( PoE ち式 ） Class 1 

消費電力 2.4 W 

使用温度 0で〜50む 

保を温度 一20 で〜+60で 

動作湿度 20%〜80% (結露なさこと） 

保を湿度 20%〜95% 

外形寸法(直径/高さ）囚 

SNC - DH 110/ DH 210 ゆ 106 mm x 50.5 mm 
SNC - DH 110 T / DH 210 T 0106 mm x 56.5 mm 
質量 SNC - DH 110/ DH 210 

約 160 g (ケーブル含まず） 
SNC - DH 110 T / DH 210 T 
約 170 g (ケーブル含まず） 

付属品 CD-ROM (ユーヴーガイド、付属プ□グラム) （1) 

テンプレートの 
センサー入カケープル (1) 

設置説明書 (1) 

本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更することびあり 
ますび、ご了承ください。 

定期庶検のお願い 

本機を長期間ご使用になる場合は、安全にお使いいただくた 
め、定期点検をお願いします。 

外観上は異常びな < てわ、使巧頻度によって部品び劣化してい 
る可能性びあり、故障した0事故につなびることがあ0ます。 

♦ 詳しくはお買い上げ店またはソニーの相談窓口にご相談くださ 
い。 

補修用部品の保有年数 

補修巧性能部品は製造打ち切0後、7年間保有します。 



































































